
　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
が

唱
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ

て
か
な
り
時
間
が
経
っ
た
。

Plan

計
画
↓Do

実
行
↓Check

評
価
↓Action

改
善
を
繰
り

返
す
こ
と
で
業
務
を
最
善
化
し

て
い
く
考
え
方
だ
。Check

の

フ
ェ
ー
ズ
でPlan

の
問
題
点

を
抽
出
し
て
改
善
し
再
び

Plan

を
作
る
の
だ
が
、
役
人
に

はPlan

の
問
題
点
を
指
摘
し

て
作
成
し
た
人
の
面
子
を
潰
し

て
は
い
け
な
い
論
理
が
あ
る
よ

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
▼
保
険

証
廃
止
問
題
で
は
医
療
の
Ｉ
Ｔ

化
の
た
め
マ
イ
ナ
保
険
証
を
普

及
さ
せ
る
目
的
でPlan

を
立

て
た
の
だ
ろ
う
が
、
利
用
率
が

低
迷
。Plan

の
根
本
的
な
問
題

点
を
改
善
す
る
こ
と
な
く
、
利

用
し
な
い
者
が
悪
い
と
い
う
分

析
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
た
め
紙
の
保
険
証
廃
止
と
い

う
脅
し
、
利
用
率
が
上
が
っ
た

医
療
機
関
に
は
補
助
金
を
与
え

る
方
策
し
か
で
き
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
▼
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
と
い
う
政
策
設
計

の
段
階
か
ら
や
り
方
が
下
手

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
生
活
保
護
は
マ
イ
ナ
保
険
証

の
対
象
外
だ
っ
た
。
生
活
保
護

は
保
険
で
は
な
く
医
療
扶
助
と

い
う
理
屈
な
の
だ
が
、
利
用
者

側
か
ら
す
れ
ば
同
じ
よ
う
に
利

用
で
き
な
け
れ
ば
混
乱
す
る
。

自
治
体
に
よ
る
福
祉
医
療
な
ど

も
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
▼
逆

に
そ
の
あ
た
り
が
実
装
さ
れ
て

い
れ
ば
、
今
頃
便
利
に
利
用
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
マ
イ

ナ
保
険
証
を
普
及
さ
せ
医
療
の

Ｉ
Ｔ
化
を
本
気
で
考
え
る
の
な

ら
ば
、
遮
二
無
二
突
き
進
む
の

で
は
な
く
保
険
証
の
基
本
機
能

を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。（
内
）

　
日
銀
が
3
月
に

2
0
1
6
年
か
ら

実
施
し
て
き
た

「
マ
イ
ナ
ス
金
利

政
策
」
の
終
了
を

宣
言
し
た
。
異
次

元
の
金
融
緩
和
に
よ
り
円
安
が

進
行
し
て
物
価
が
押
し
上
げ
ら

れ
た
が
、
実
質
賃
金
が
低
下
し

て
昨
年
末
の
内
閣
府
の
調
査
で

老
後
の
生
活
設
計
や
今
後
の
収

入
の
見
通
し
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
人
が
約
半
数
を
占
め
た
。

春
闘
で
は
全
体
の
賃
上
げ
率
は

平
均
で
5
％
を
超
え
、
日
銀

は
、
賃
金
と
物
価
が
揃
っ
て
上

が
る
好
循
環
が
続
く
と
し
て
、

段
階
的
に
金
利
を
上
げ
る
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
日
米
の
金

利
差
は
依
然
と
し
て
大
き
く
、

為
替
も
大
き
く
変
動
し
て
お

り
、
大
幅
な
賃
上
げ
を
予
定
す

る
企
業
が
あ
る
一
方
で
、
約
7

割
の
企
業
は
賃
上
げ
5
％
に
届

か
ず
、
今
後
の
実
質
経
済
が
上

向
き
に
な
る
か
ど
う
か
先
の
見

通
せ
な
い
状
況
は
続
い
て
い
る
。

　
今
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で

も
、
日
常
的
な
感
染
防
止
対
策

や
職
員
の
賃
上
げ
を
理
由
に
初

診
料
が
3
点
、
再
診
料
が
2
点

引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
基
本
診

療
料
の
微
々
た
る
引
き
上
げ
で

は
、
医
療
材
料
費
や
電
気
ガ
ス

代
な
ど
光
熱
費
の
高
騰
が
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
た
め
、
職
員

に
対
す
る
5
％
の
賃
上
げ
は
難

し
い
。
不
足
分
は
外
来
・
在
宅

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
で
補
填

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
厚
生

労
働
省
の
評
価
料
に
関
す
る
解

説
や
動
画
を
見
て
も
、
経
営
の

専
門
家
で
は
な
い
の
で
正
確
に

理
解
で
き
て
い
る
か
不
安
で
あ

る
。
協
会
で
は
今
月
末
に
学
習

会
を
開
催
す
る
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
算
定
上
の
留
意
点
を
ご
確
認

い
た
だ
き
た
い
。
翻
っ
て
実
績

報
告
書
の
内
容
が
触
れ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
報
告
し
た
賃
金
の
内

容
が
さ
ま
ざ
ま
な
営
利
目
的
利

用
の
た
め
の
デ
ー
タ
集
積
で
は

な
い
こ
と
を
願
い
た
い
。

　
協
会
で
は
、
年
金
や
休
業
補

償
、
融
資
な
ど
の
共
済
制
度
を

取
り
扱
っ
て
い
る
。
預
貯
金
の

緩
や
か
な
金
利
上
昇
も
見
込
ま

れ
る
が
、
景
気
の
見
通
し
が
不

確
定
な
今
だ
か
ら
こ
そ
保
険
医

年
金
の
良
さ
を
認
識
い
た
だ

き
、
ご
活
用
を
お
願
い
し
た

い
。
保
険
医
年
金
は
、
制
度
加

入
者
数
5
万
1
千
人
と
な
り
責

任
準
備
金
も
1
兆
3
千
億
円
を

超
え
る
日
本
有
数
の
拠
出
型
企

業
年
金
保
険
と
し
て
発
展
し
て

い
る
。
国
内
生
保
各
社
が
共
同

受
託
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
対
象
で
も
あ
る
。
老
後
資
金

と
し
て
の
積
み
立
て
は
も
ち
ろ

ん
、
学
資
な
ど
で
資
金
が
必
要

な
時
は
一
部
を
一
時
金
と
し
て

受
け
取
る
こ
と
も
で
き
、
生
活

や
人
生
設
計
に
応
じ
た
利
用
も

可
能
で
あ
る
。
現
在
保
険
医
年

金
の
募
集
期
間
中
で
あ
り
、6
月

20
日
ま
で
加
入
受
付
を
行
う
。

ぜ
ひ
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は

3
月
時
点
で
5
・
47
％
と
依
然

低
迷
し
て
い
る
が
、
武
見
敬
三

厚
生
労
働
相
は
国
会
で
「
利
用

率
に
関
係
な
く
12
月
2
日
に
保

険
証
廃
止
」
と
言
明
（
4
月
17

日
、厚
生
労
働
委
員
会
）し
た
。

厚
生
労
働
省
は
5
月
〜
7
月
を

集
中
取
組
月
間
と
し
て「
総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
」と
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
医
療
機
関
に

お
け
る
利
用
率
ア
ッ
プ
対
策
と

し
て
、
5
月
〜
7
月
の
い
ず
れ

か
の
月
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

人
数
に
つ
い
て
23
年
10
月
の
実

績
お
よ
び
利
用
人
数
か
ら
の
増

加
量
に
応
じ
て
最
大
で
診
療
所

10
万
円
、
病
院
20
万
円
を
一
時

金
と
し
て
支
給
す
る
。
こ
れ

は
、
窓
口
で
の
共
通
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
と
来
院
患
者
へ
の
声
か

け
利
用
を
求
め
る
チ
ラ
シ
の
配

布
徹
底
を
支
給
条
件
と
す
る
。

未
稼
働
施
設
に
は
療
養
担
当
規

則
違
反
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

旨
を
通
知
、
低
利
用
率
施
設
に

も
案
内
等
を
通
知
す
る
。
さ
ら

に
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
動

員
し
た
集
中
的
な
広
報
展
開
に

取
り
組
む
と
い
う
。

　
一
方
で
、
河
野
太
郎
デ
ジ
タ

ル
相
が
自
民
党
国
会
議
員
に
対

し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が

で
き
な
い
医
療
機
関
を
「
通

報
」
す
る
よ
う
議
員
の
支
援
者

に
呼
び
か
け
る
要
請
文
書
を
配

布
。
こ
の
中
で
、
利
用
率
低
迷

の
原
因
を
「
医
療
機
関
の
受
付

で
の
声
か
け
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
」
と
公
言
。
岸
田
文
雄
首

相
は
こ
れ
を
4
月
24
日
の
国
会

で
問
わ
れ
、「
政
府
見
解
と
合

致
し
、
不
適
切
で
は
な
い
」
と

追
認
し
た
。

4
月
25
日
に
は
、
集
中
取
組

月
間
の
露
払
い
と
し
て
日
本
健

康
会
議
が
「
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
促
進
宣
言
」
を
行
っ
た
。
同

会
議
は
、
経
済
団
体
・
保
険
者

団
体
と
と
も
に
日
本
医
師
会
な

ど
医
療
関
係
団
体
も
名
を
連
ね

る
「
民
間
主
導
の
活
動
体
」
で

あ
る
が
、
ま
さ
に
官
民
一
丸
と

な
っ
た
推
進
体
制
で
あ
る
。

優
先
す
べ
き
は
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
こ
と

　
協
会
が
昨
年
12
月
に
行
っ
た

会
員
医
療
機
関
調
査
で
は
、
国

の
総
点
検
後
も
6
割
の
医
療
機

関
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
そ
の

対
処
法
と
し
て
87
％
が
健
康
保

険
証
で
資
格
確
認
を
行
っ
た
と

あ
る
。
い
ま
だ
紙
の
保
険
証
な

し
で
は
安
心
し
て
医
療
に
か
か

れ
る
環
境
に
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
国
民
の
9
割
が
利
用
し
て
い

な
い
の
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
リ
ス

ク
が
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
不
安
払
拭
を
二
の
次
に

し
て
、
医
療
機
関
に
責
任
転
嫁

し
、「
通
報
」
と
い
う
手
段
で

患
者
と
の
分
断
を
は
か
る
手
法

こ
そ
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

1
4
5
万
筆
の
保
険
証
を
残
せ
署
名
さ
ら
に

　
保
団
連
な
ど
は
4
月
25
日
、

国
会
内
で
「
保
険
証
を
残
せ
！

署
名
提
出
集
会
」
を
開
催
。
5

0
0
人
を
超
え
る
参
加
で
、
立

憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
の
国

会
議
員
も
あ
い
さ
つ

し
、
署
名
41
万
9
千

筆
（
累
計
1
4
4
万

8
千
筆
）
を
提
出
し

た
。
引
き
続
き
「
保

険
証
残
せ
」
の
署
名

に
取
り
組
む
。

　
協
会
は
5
月
14
日

に
副
理
事
長
談
話

「
医
療
機
関
へ
の
責

任
転
嫁
を
や
め
保
険

証
の
存
続
を
」
を
公

表
（
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）。
本
紙
に
新
署
名
用
紙

（
要
請
項
目
は
変
更
な
し
）
を

同
封
し
た
。
会
員
各
位
に
は
引

き
続
き
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

実
質
経
済
の
上
向
き
を
見
通
せ
ず

安
心
の
保
険
医
年
金
の
ご
一
考
を

マイナ保険証  強引な推進策に抗議談話

低利用でも保険証廃止強行
医療機関の「通報」を奨励

第77回 定期総会 総 　 会  ［Zoomミーティング］ 14時～15時30分
第207回定時代議員会合併　2023年度活動報告・決算報告
2024年度活動方針（案）・予算（案）、決議採択　等

講 演 会  ［Zoomウェビナー］ 16時～17時30分
参加対象 ：会員、家族・スタッフ
演　　題 ： 『源氏物語』の

おもしろさ
講　　師 ： 京都先端科学大学教授　

山本 淳子 氏

懇 親 会  17時45分～19時15分

　講演要旨　　『源氏物語』とは、貴公子光源氏がロマンチック
な恋を繰り返す、面白おかしい物語である。―そうお思いの方が
多いのではないでしょうか。もちろん、それは間違いではありま
せん。『源氏物語』の制作を支援した権力者・藤原道長も、その
ように考えていました。では、光源氏はなぜ恋を繰り返すので
しょうか。また、そうした『源氏物語』が、なぜ千年もの間読み
継がれ、今や世界で30を超える国や地域の言葉に翻訳され、読
まれているのでしょうか。講演では、2024年NHK大河ドラマの
主人公でもある紫式部が、『源氏物語』に託した思いをお話しし
ます。『源氏物語』と大河ドラマをより深くお楽しみ下さい。

 日　　時 7月28日（日）
 開催方法 ハイブリッド ［ウェブ+会場］ 形式
 場　　所 ホテルグランヴィア京都

総会・講演会：５階「古今の間」
懇親会：３階「源氏の間」

※ 定期総会と講演会・懇親会の申込の詳細は本紙６月25
日・７月10日の両号で案内します。協会ホームページの
申込フォームまたはFAXでお知らせ下さい。代議員の先
生方には別途ご案内をお送りします。

（第207回定時代議員会合併）創立75周年

2 0 2 4 年 (令和 6年) 5 月 2 5 日 第 3 1 7 0 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

主な内容

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

●医師賠償責任保険
● 休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）
●針刺し事故等補償プラン
● 自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

診
療
報
酬
こ
う
み
る（
整
形
外
科
・
外
科
）（
２
面
）

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
届
出
の
留
意
点
（
３
面
）

地
区
と
の
懇
談（
福
知
山
）

（
６
面
）



ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
治
療
の
基
本
は
外
用
療
法

慢
性
頭
痛
は
起
立
性
調
節
障
害
と
の
関
連
も

小
児
科
診
療
内
容
向
上
会

レ
ポ
ー
ト

高
屋
和
志
（
船
井
）

　
協
会
は
4
月
6
日
、
京
都
小
児
科
医
会
、
鳥
居
薬
品
株
式
会
社
と
の
共
催
で
小
児

科
診
療
内
容
向
上
会
を
開
催
。
会
場
と
ウ
ェ
ブ
配
信
の
併
用
で
98
人
が
参
加
し
た

（
会
場
19
人
、ウ
ェ
ブ
79
人
）。参
加
し
た
高
屋
和
志
医
師
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
。

　
は
じ
め
に
保
険
点
数
の
留
意

事
項
と
最
近
の
審
査
事
情
の
解

説
が
京
都
府
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
審
査
委
員
の
安
野
哲

也
先
生
（
や
す
の
医
院
）
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
保
険
病
名
の
記

載
や
査
定
と
返
戻
の
違
い
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、C

O
V
ID

－19

の
外
来
対
応
医
療
機
関
へ

の
加
算
廃
止
や
シ
ナ
ジ
ス
投

与
、
小
児
抗
菌
薬
適
正
使
用
に

お
け
る
病
名
の
注
意
な
ど
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
①
は
「
小
児
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
治
療
の
実
際　
デ
ル

ゴ
シ
チ
ニ
ブ
軟
膏
を
ど
う
使
う

か
」
と
題
し
て
田
中
裕
也
先
生

（
た
な
か
小
児
科
・
ア
レ
ル

ギ
ー
科
院
長
）
よ
り
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
は
、
小
児
期
に
お
い
て
集
中

力
の
低
下
、
周
囲
か
ら
の
い
じ

め
の
要
因
、
成
長
障
害
、
感
染

症
等
生
活
す
る
上
で
さ
ま
ざ
ま

な
不
利
益
を
も
た
ら
し
ま
す
。

治
療
の
基
本
は
外
用
療
法
で
あ

り
、
ス
キ
ン
ケ
ア
（
洗
浄
と
保

湿
）
と
抗
炎
症
外
用
剤
の
塗
布

が
重
要
で
す
。
石
鹸
の
泡
で
洗

浄
し
、
し
っ
か
り
す
す
ぎ
、
こ

す
ら
ず
に
押
し
拭
き
し
、
す
ぐ

に
た
っ
ぷ
り
と
保
湿
す
る
こ

と
。
炎
症
が
あ
れ
ば
、
適
切
な

強
さ
の
抗
炎
症
外
用
剤
を
し
っ

か
り
使
う
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

　
抗
炎
症
外
用
剤
で
は
、
ス
テ

ロ
イ
ド
、
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
、
デ

ル
ゴ
シ
チ
ニ
ブ
、
ジ
フ
ァ
ミ
ラ

ス
ト
の
特
徴
と
使
い
分
け
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
、
軽
症
か
ら

中
等
症
の
例
や
ス
テ
ロ
イ
ド
外

用
剤
の
継
続
使
用
が
し
に
く
い

例
、
あ
る
い
は
ス
テ
ロ
イ
ド
忌

避
例
に
は
刺
激
感
の
少
な
い
デ

ル
ゴ
シ
チ
ニ
ブ
等
の
選
択
肢
も

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
新
規
外

用
薬
以
外
で
は
、
症
状
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
全
身
療
法
の
選
択

肢
（
注
射
製
剤
、
経
口
薬
）
に

つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
②
は
、「
小
児
の
頭
痛
」

と
題
し
て
西
村
陽
先
生
（
京
都

第
一
赤
十
字
病
院
小
児
科
・
新

生
児
科
部
長
）
よ
り
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
一
次
性

頭
痛
の
ほ
と
ん
ど
は
片
頭
痛
か

緊
張
性
頭
痛
で
あ
り
、
片
頭
痛

で
は
前
兆
の
な
い
方
が
多
い
と

の
こ
と
で
す
。
頭
部
画
像
検
査

が
有
用
な
二
次
性
頭
痛
に
つ
い

て
は
テ
キ
ス
ト
で
症
例
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
慢
性
頭
痛
の
多
く
が
片
頭
痛

で
あ
り
、
起
立
性
調
節
障
害
や

不
登
校
等
と
の
関
連
も
考
え
て

詳
細
な
問
診
を
行
い
、
診
断
や

治
療
薬
の
見
直
し
が
必
要
な
場

合
も
あ
る
。
生
活
状
況
を
確
認

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
も
重

要
で
あ
る
。
急
性
期
治
療
は
イ

ブ
プ
ロ
フ
ェ
ン
、
ア
セ
ト
ア
ミ

ノ
フ
ェ
ン
、
ト
リ
プ
タ
ン
が
使

用
さ
れ
る
。
片
頭
痛
誘
因
の
回

避
、
頭
痛
ダ
イ
ア
リ
ー
等
の
自

己
管
理
で
効
果
が
な
い
場
合
予

防
薬
を
考
慮
す
る
。
予
防
薬
に

は
三
環
系
抗
う
つ
薬
（
ア
ミ
ト

リ
プ
チ
リ
ン
）、
抗
て
ん
か
ん

薬
（
ト
ピ
ラ
マ
ー
ト
）、
β
ブ

ロ
ッ
カ
ー（
プ
ロ
プ
ラ
ノ
ロ
ー

ル
）、
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬

（
塩
酸
ロ
メ
リ
ジ
ン
）
等
を
少

量
か
ら
使
用
す
る
。
18
歳
以
上

で
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｐ
関
連
抗
体
注

射
薬
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
も

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
診
療
の
基
本
を
学
べ
る
有
意

義
な
会
で
し
た
。
開
催
に
関
わ

ら
れ
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

講師の田中氏（上）、
西村氏（下）

日
帰
り
手
術
改
悪
で
大
打
撃

外
　
科

　
副
理
事
長

林
　
一
資

　
整
形
外
科
へ
の
影
響
も
伺
え

る
他
科
で
の
変
更
項
目
を
含

め
、
こ
れ
で
は
今
後
も
診
療
継

続
で
き
る
か
と
の
心
配
が
先
に

立
ち
、
不
確
定
な
未
来
へ
の
漠

然
と
し
た
不
安
に
襲
わ
れ
る
。

自
院
の
運
営
継
続
・
承
継
は
あ

り
得
る
の
か
。
全
く
主
観
的
に

し
ろ
、
否
定
的
な
思
い
に
も
陥

り
が
ち
に
な
ろ
う
。
維
持
項

目
・
変
更
項
目
を
客
観
的
に
見

て
み
る
。

　
医
学
管
理
料
等
で
は
、
前
回

改
定
で
新
設
さ
れ
た
二
次
性
骨

折
予
防
継
続
管
理
料
（
Ｂ
0
0

1
：
34
）
イ
1
0
0
0
点
、
ロ

7
5
0
点
、
ハ
5
0
0
点
が
維

持
さ
れ
た
上
、
有
床
診
療
所
入

院
基
本
料
ま
た
は
地
域
包
括
医

療
病
棟
入
院
料
（
新
設
）
を
届

け
た
医
療
機
関
が
届
出
可
能
の

医
療
機
関
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。

5
0
0
㎠  
以
上
で
の
熱
傷

処
置
（
Ｊ
0
0
1－

2
）「
3
」

が
3
3
7
点
、「
4
」が
6
3
0

点
、「
5
」が
1
8
7
5
点
、
爪

甲
除
去
術
（
麻
酔
を
要
し
な
い

も
の
）
が
70
点
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
。

　
筋
骨
格
・
四
肢
・
体
幹
へ
の

手
術
で
は
、
腱
鞘
切
開
術
（
Ｋ

0
2
8
、
関
節
鏡
下
に
よ
る
も

の
を
含
む
）
が
2
3
5
0
点

に
、
骨
折
非
観
血
的
整
復
術

（
Ｋ
0
4
4
）「
1
」
肩
甲
骨
、

上
腕
、
大
腿
が
1
8
4
0
点
、

「
2
」
前
腕
、
下
腿
が
2
0
4

0
点
、
骨
折
観
血
的
手
術
（
Ｋ

0
4
6
）「
1
」
肩
甲
骨
、
上

腕
、
大
腿
が
2
1
6
3
0
点
、

「
2
」
前
腕
、
下
腿
、
手
舟
状

骨
が
1
8
3
7
0
点
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
ひ
ょ
う
疸
手
術

（
Ｋ
0
9
0
）「
2
」
骨
、
関
節

の
も
の
が
1
4
7
0
点
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。

　
注
射
料
で
は
、
腱
鞘
内
注
射

（
Ｇ
0
0
3
）
が
42
点
に
、
脳

脊
髄
腔
注
射
（
Ｇ
0
0
9
）

「
3
」
腰
椎
が
1
6
0
点
に
、

滑
液
嚢
穿
刺
後
の
注
入
（
Ｇ
0

1
0－

2
）
が
1
0
0
点
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
関
節
内
注
射

（
Ｇ
0
1
0
）
は
80
点
を
維
持

し
た
。

　
麻
酔
で
は
、
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ

ン
ト
注
射
（
Ｌ
1
0
4
）
が
80

点
か
ら
70
点
に
減
点
さ
れ
た
。

比
較
的
容
易
に
実
施
で
き
る
項

目
は
汎
用
さ
れ
る
と
実
施
総
点

数
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
か

抑
制
さ
れ
が
ち
な
の
で
あ
ろ
う

か
。

　
検
査
で
は
、
抗
シ
ト
ル
リ
ン

化
ペ
プ
チ
ド
抗
体
定
性
ま
た
は

同
定
量
（
Ｄ
0
1
4
の
24
）
が

1
9
7
点
か
ら
1
9
3
点
に
減

点
さ
れ
た
。（
ロ
）
関
節
リ
ウ

マ
チ
に
対
す
る
治
療
薬
の
選
択

の
た
め
に
行
い
、
症
状
・
所
見

変
化
か
ら
再
度
治
療
薬
を
選
択

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ

れ
ま
で
は
3
月
に
1
回
に
限
り

で
あ
っ
た
が
、
6
月
以
上
に
1

回
に
限
り
と
延
長
さ
れ
医
学
的

必
要
性
の
明
細
書
注
記
が
必
要

と
さ
れ
た
。
治
療
薬
の
選
択
や

変
更
で
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
と

し
て
の
診
断
的
所
見
変
化
で
の

病
状
変
化
の
評
価
に
は
点
数
が

高
く
な
り
抑
制
的
に
扱
わ
れ
や

す
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
料
で
は
、
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
加
算
が
新
設
。
運

動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

料
、
廃
用
症
候
群
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
お
い
て
も
、

起
算
日
か
ら
14
日
間
を
限
度
と

し
て
、
入
院
患
者
へ
の
1
単
位

に
つ
き
50
点
が
加
算
で
き
る
。

　
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
料
で
は
、
基
準
（
Ｉ
）（
1

単
位
）
は
1
8
5
点
で
（
イ
）

理
学
療
法
士
に
よ
る
場
合
、

（
ロ
）
作
業
療
法
士
に
よ
る
場

合
、（
ハ
）
医
師
に
よ
る
場

合
、
い
ず
れ
の
場
合
も
同
点
で

あ
る
。
基
準
（
Ⅱ
）
は
1
7
0

点
で
、（
イ
）
か
ら
（
ハ
）
ま

で
同
点
、
基
準
（
Ⅲ
）
は
85
点

で
、（
イ
）
か
ら
（
ハ
）、
さ
ら

に
（
ニ
）
イ
か
ら
ハ
ま
で
以
外

の
場
合
も
85
点
の
同
点
で
あ

る
。
実
施
者
の
資
格
の
違
い
と

実
施
総
回
数
と
の
差
が
今
後
ど

う
点
数
評
価
さ
れ
て
い
く
か
に

関
心
が
持
た
れ
る
。

　
廃
用
症
候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
料
で
も
同
様
の
改
定
が

行
わ
れ
た
。

　
観
血
的
手
術
療
法
へ
の
点
数

配
分
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

料
へ
の
点
数
配
分
は
、
労
働
対

価
、
そ
の
他
経
費
を
補
填
す
る

の
に
そ
れ
な
り
の
効
用
が
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ

ン
ト
注
射
（
Ｌ
1
0
4
）
が
80

点
か
ら
70
点
へ
の
減
点
や
、
関

節
リ
ウ
マ
チ
治
療
で
の
治
療
薬

の
選
択
や
変
更
で
は
、
病
状
変

化
の
診
断
学
的
評
価
に
3
月
に

1
回
に
限
り
か
ら
6
月
以
上
に

1
回
と
延
長
さ
れ
医
学
的
必
要

性
の
明
細
書
注
記
が
必
要
と
さ

れ
る
な
ど
、
今
後
と
も
点
数
が

高
く
な
る
こ
と
へ
の
抑
制
的
扱

い
が
増
加
す
る
時
代
的
変
化
が

現
れ
続
け
る
可
能
性
が
伺
わ
れ

る
。
国
民
の
疾
病
治
癒
・
健
康

増
進
に
大
き
く
貢
献
す
る
医
療

実
践
へ
の
改
定
を
求
め
る
運
動

の
継
続
が
必
要
で
あ
る
。

診療報酬
こうみる4

2024

Ｋ
0
7
0
ガ
ン
グ
リ
オ
ン
摘
出

術
「
1
」、
Ｋ
2
8
2
水
晶
体

再
建
術
「
1
．
眼
内
レ
ン
ズ
挿

入
」
の
「
ロ
．
そ
の
他
」、
Ｋ

6
1
6－

4
経
皮
的
シ
ャ
ン
ト

拡
張
術
・
血
栓
除
去
術
の

「
1
」「
2
」、
Ｋ
6
1
7
下
肢

静
脈
瘤
手
術
の
「
2
、
3
」、

Ｋ
7
2
1
内
視
鏡
的
大
腸
ポ

リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術
「
1
．

直
径
2
㎝ 
未
満
」、
Ｋ
7
4
3

痔
核
手
術
「
2
．
硬
化
療
法

（
四
段
階
注
射
法
）」
等
24
項
目

で
汎
用
手
術
が
並
ぶ
。
ま
さ
に

梯
子
を
外
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

　
届
出
の
必
要
は
な
い
が
、
施

設
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
手
術
（
通
則
5
）、
1

歳
未
満
の
乳
児
に
対
す
る
手
術

（
通
則
6
）
の
手
術
に
つ
い
て

は
、
前
年
1
年
間
の
実
施
件
数

の
院
内
掲
示
が
施
設
基
準
に
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
原
則
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
自

ら
管
理
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

が
な
い
場
合
は
対
応
不
要
。
25

年
5
月
末
ま
で
経
過
措
置
が
あ

る
が
、対
応
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　
「
外
保
連
試
案
2
0
2
4
」

等
に
お
け
る
手
術
に
係
る
人
件

費
や
材
料
費
の
調
査
結
果
等
を

参
考
に
、
手
術
料
の
改
定
が
実

施
さ
れ
た
。
主
な
汎
用
点
数
で

は
以
下
の
点
数
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
。

　

ア
．
Ｋ
0
0
0
創
傷
処
理

「
3
．
筋
肉
、
臓
器
に
達
す
る

も
の
（
長
径
10
㎝ 
以
上
）」
の

「
ロ
．
そ
の
他
の
も
の
」
3
0

9
0
点
（
プ
ラ
ス
4
0
0
点
）

　
イ
．
Ｋ
0
0
0－

2
小
児
創

傷
処
理（
6
歳
未
満
）「
3
．
筋

肉
、臓
器
に
達
す
る
も
の（
長
径

5
㎝ 
以
上
10
㎝ 
未
満
）」2
8

6
0
点（
プ
ラ
ス
3
7
0
点
）、

「
4
．
筋
肉
、
臓
器
に
達
す
る

も
の（
長
径
10
㎝ 
以
上
）」
4

4
1
0
点（
プ
ラ
ス
5
7
0
点
）

　
ウ
．
Ｋ
0
0
1
皮
膚
切
開
術

「
3
．
長
径
20
㎝ 
以
上
」
2
2

7
0
点
（
プ
ラ
ス
2
9
0
点
）

　
エ
．
Ｋ
0
0
5
皮
膚
、
皮
下

腫
瘍
摘
出
術
（
露
出
部
）

「
3
．
長
径
4
㎝ 
以
上
」
5
0

1
0
点
（
プ
ラ
ス
6
5
0
点
）

29
手
術
が
新
設
、
11
手
術
が

準
用
点
数
か
ら
点
数
化
さ
れ

た
。
腹
部
で
は
Ｋ
7
2
1
内
視

鏡
的
大
腸
ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切

除
術
に
、
病
変
検
出
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
加
算
（
60
点
）
が
新
設

さ
れ
た
。
胸
部
で
は
Ｋ
4
7
5

乳
房
切
除
術
に
、
遺
伝
性
乳
癌

卵
巣
癌
症
候
群
乳
房
切
除
加
算

（
8
7
8
0
点
）
が
追
加
。
Ｋ

4
7
6
乳
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
の

乳
癌
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生

検
加
算
1
の
施
設
基
準
が
緩
和

さ
れ
、
イ
ン
ド
シ
ア
ニ
ン
グ

リ
ー
ン
に
よ
る
も
の
の
み
を
算

定
す
る
医
療
機
関
は
、
放
射
線

科
の
標
榜
が
不
要
に
な
っ
た
。

Ｋ
4
7
6－

4
ゲ
ル
充
填
人
工

乳
房
を
用
い
た
乳
房
再
建
術
に

つ
い
て
、「
ア
．
一
次
一
期
的

再
建
の
場
合
」
は
、
乳
腺
悪
性

腫
瘍
術
後
の
場
合
に
お
け
る
対

象
患
者
の
条
件
がStageⅢ

A

ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

　
診
療
所
に
お
い
て
大
き
な
打

撃
と
な
る
の
は
、
短
期
滞
在
手

術
等
基
本
料
1
（
日
帰
り
手

術
）
の
改
悪
で
あ
る
。
前
回
改

定
で
施
設
基
準
が
緩
和
さ
れ
、

多
く
の
診
療
所
が
届
出
し
て
い

る
が
、「
イ
．
主
と
し
て
入
院

で
実
施
さ
れ
て
い
る
手
術
」
と

「
ロ
．
イ
以
外
」
に
区
分
さ

れ
、「
ロ
」
は
大
幅
に
点
数
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
（
麻
酔
を
伴

う
手
術
は
マ
イ
ナ
ス
1
3
5
9

点
、
そ
れ
以
外
は
マ
イ
ナ
ス
1

3
5
9
点
）。「
ロ
」
に
該
当
す

る
の
は
Ｋ
0
0
5
皮
膚
、
皮
下

腫
瘍
摘
出
術
（
露
出
部
）
の

「
3
．
直
径
4
㎝ 
以
上
（
6
歳

未
満
）」、
Ｋ
0
0
6
皮
膚
、
皮

下
腫
瘍
摘
出
術
（
露
出
部
以

外
）「
3
．
直
径
6
㎝ 
以
上

12
㎝ 
未
満
（
6
歳
未
満
）」、

リ
ハ
ビ
リ
急
性
期
評
価
も

実
施
者
区
分
の
影
響
注
視

整
形
外
科

　
理
事
　
宇
田
憲
司
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1　定期昇給（定昇）とベースアップ（ベア）
　一般に見られる昇給の形態は定期昇給（定昇）とベース
アップ（ベア）からなります。
　定期昇給とは一定の時期に、年齢や勤続年数の増加、職
能資格等級の上昇、複雑・困難な職務への変更などに対応
し、賃金表の上位のグレードにシフトすることにより賃金
が増加されることを言います。
　ベースアップとは消費者物価や生計費、企業業績、世間
相場を考慮して、全労働者の賃金を一斉に引き上げるもの
で、通常賃金表そのものの書き替えを指します。
　（注）「（この昇給の決定方法として日本に特徴的なシス
テムが、）毎年年度末に次年度の昇給額等について労使で
交渉する『春闘』（春季生活闘争、春季労使交渉とも呼ば
れている）である。全国一斉に行われる春闘によって、各
企業に定期昇給とベースアップを含む来年度の賃上げの平
均額（率）が決定され（例えば平均4,000円）、そこで決定
された全体額を人事考課（査定）等に応じて各労働者に分
配する（例えば査定が良い労働者には5,000円、査定が悪
い労働者には3,000円）という形で、各労働者の具体的な
昇給額が決定されることが多い」（水町勇一郎著『詳解 労
働法』初版P.600、601）

2　定昇とベアの違いは
　今、表１のような賃金表に従って賃金（基本給）を支給
している場合で、２等級２号俸に格付けされている職員を
考えます。
　賃金表に従って195,140円の基本給を支給されています
が、「昇給」して３号に格付けされると、基本給は202,950
円と7,810円増加します。これが定期昇給です。
　一方、ベースアップは賃金表そのものが変わります。表
２のように変わったとします。すると基本給は格付けは変
わらなくても195,140円から197,230円に増加します。これ
がベースアップによる賃金の増加です。
　さらに、ベースアップと同時に定期昇給して３号俸に
なったとすると、基本給は195,140円から205,040円に9,900
円の増加となります。9,900円の増加のうち、古い賃金表
における２等級２号俸から３号俸への増加分7,810円が定
昇による増加分、２等級３号俸のベースアップによる増加
分2,090円がベースアップ分ということになります。

3　 「労働基準法等を遵守すること」
外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の
施設基準（７）

（１）労働者名簿と賃金台帳
　以下は、研修医が急性心筋梗塞で死亡したのは違法な長
時間労働によるものだ、などと遺族が告訴した事件で、病
院が労基法違反の疑いで書類送検された際の報道です。
　「…同大学では研修医について、法が定めた労働者名簿
を作っておらず、賃金台帳にも記入が義務付けられている
労働時間数などを記入していなかった」
　使用者は事業場ごとに賃金台帳を作成しなければなりま
せん。賃金台帳の記載事項（労基法第108条）は、表３の
通りです。職員の労働時間の適正な把握と労働時間数（特
に月給者）が記載されていますか。
（２）労働条件通知書と就業規則
　労働条件通知書（雇入れ通知書）は労働基準法第15条、
労働基準法施行規則第５条の規定により使用者は必ず労働
者に交付することが義務付けられています。
　就業規則は労働者の賃金や労働時間などの労働条件に関
すること、職場内の規律などについて定めた職場における
規則集です。事業場で働く労働者の数が常態として10人以
上であれば、事業主は就業規則を必ず作成しなければなり
ません。この場合の労働者には、いわゆる正規職員の他、
パートタイム労働者やアルバイト等全ての者が含まれます
（表４）。

4　労働契約を変える場合には
　職員が働いていく中では、賃金や労働時間などの労働条
件が変わることも少なくありません。労働者と使用者が合
意すれば労働契約を変更できます。事業場に就業規則があ
る場合は次のようになります。
① 使用者が一方的に就業規則を変更しても、労働者の不利
益に労働条件を変更することはできません。

② 使用者が就業規則の変更によって労働条件を変更する場
合は次のことが必要です。

　その変更が以下の事情などに照らして合理的であること
　●労働者の受ける不利益の程度
　●労働条件の変更の必要性
　●変更後の就業規則の内容の相当性
　●労働組合等との交渉の状況

　労働者に変更後の就業規則を周知させること

　労働条件の変更をめぐってトラブルにならないように、
使用者と職員で十分に話し合うことが大切です。労働契約
の詳細は『医院経営と雇用管理2022年版』（保団連発行）
を参照下さい。
【参考】
　外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の施設基準
（１）外来医療または在宅医療を実施している保険医療機関である。
（２） 主として医療に従事する職員（医師および歯科医師を除く。以

下、この項において「対象職員」という）が勤務している。対
象職員は主として医療に従事する職員（『点数表改定のポイント
24年６月版』P.741参照）であり、専ら事務作業（医師事務作
業補助者、看護補助者等の医療を専門とする職員の補助として
行う事務作業を除く）を行うものは含まれない。

（３） 当該評価料を算定する場合は、令和６年度および令和７年度に
おいて対象職員の賃金（役員報酬を除く）の改善（定期昇給に
よるものを除く）を実施しなければならない。

（４） （３）について、ベア等により改善を図るため、当該評価料は、
対象職員のベア等それに伴う賞与、時間外手当、法定福利費（事
業者負担分等を含む）等の増加分に用いること。ただし、ベア
等を行った保険医療機関において、患者数等の変動等により当
該評価料による収入が上記の増加分に用いた額を上回り、追加
でベア等を行うことが困難な場合であって、賞与等の手当によっ
て賃金の改善を行った場合または令和６年度および令和７年度
において翌年度の賃金の改善のために繰り越しを行う場合（令
和８年12月までに賃金の改善措置を行う場合に限る）について
はこの限りではない。いずれの場合においても、賃金の改善の
対象とする項目を特定して行う。なお、当該評価料によって賃
金の改善を実施する項目以外の賃金項目（業績等に応じて変動
するものを除く）の水準を低下させてはならない。

　　  　また、賃金の改善は、当該保険医療機関における「当該評価
料による賃金の改善措置が実施されなかった場合の賃金総額」
と「当該評価料による賃金の改善措置が実施された場合の賃金
総額」との差分により判断する。

（５） 令和６年度に対象職員の基本給等を令和５年度と比較して２分
５厘以上引き上げ、令和７年度に対象職員の基本給等を令和５
年度と比較して４分５厘以上引き上げた場合については、40歳
未満の勤務医および勤務歯科医ならびに事務職員等の当該保険
医療機関に勤務する職員の賃金（役員報酬を除く）の改善（定
期昇給によるものを除く）を実績に含めることができる。

（６） 令和６年度および令和７年度における当該保険医療機関に勤務
する職員の賃金の改善に係る計画（以下、「賃金改善計画書」と
いう）を作成している。

（７） 当該保険医療機関は、当該評価料の趣旨を踏まえ、労働基準法
等を遵守する。

（８） 当該保険医療機関は、対象職員に対して、賃金改善を実施する
方法等について、届出に当たり作成する「賃金改善計画書」の
内容を用いて周知するとともに、就業規則等の内容についても
周知する。また、対象職員から当該評価料に係る賃金改善に関
する照会を受けた場合には、当該対象者についての賃金改善の
内容について、書面を用いて説明すること等により分かりやす
く回答する。

2024年度診療報酬改定
ベースアップ評価料 届出に係る労働法上の留意点

桂労務社会保険総合事務所　社会保険労務士　桂 好志郎
　今次診療報酬改定で新設されたベースアップ評価料の算定について、労働法上の留意点を桂好
志郎・社会保険労務士が解説する。厚生労働省のホームページにベースアップ評価料等の特設
ページが開設されており、届出書類等をダウンロードできるので、参照いただきたい。

厚労省ホームページ特設サイト
https://www.mhlw.go.jp/
stf/seisakunitsuite/
bunya/0000188411_00053.html

2,090円

7,810円基
本
給

ベースアップ
昇給

197,230

195,140

1 2 3号

205,040
202,950

表１ （単位：円）

等級 １号 ２号 ３号 ４号 ５号

１ 152,240 157,080 162,800 169,180 177,800

２ 186,560 195,140 202,950 210,760 218,460

３ 226,160 233,750 248,820 259,490 268,180

表２ （単位：円）

等級 １号 ２号 ３号 ４号 ５号

１ 154,440 159,280 165,000 171,380 180,070

２ 188,760 197,230 205,040 212,850 220,550

３ 228,140 235,620 250,470 261,250 269,830

表３

表４

①氏名
②性別
③賃金計算期間
④労働日数
⑤労働時間数
⑥ 時間外労働時間数、休日労
働時間数、深夜労働時間数

⑦ 基本給、手当その他賃金の
種類ごとにその額

⑧ 賃金の一部を控除した場合
はその額

正規職員 ７名

正規
職員 ２名

【罰則】 第108条に違反して、賃金台帳の作成と必要な記載事項の記入を怠
ると、30万円以下の罰金（第120条第1号）

作成義務
あり

記載事項賃金台帳

［法則］  第108条
第54条、第55条、
第55条の２、
第59条の２

事業場ごとに
作成

作成義務
あり

作成義務
あり

２等級の号俸別基本給額　（円）

正規職員 10名

パート・
アルバイト ３名

パート・アルバイト ８名

ベースアップ評価料学習会 診療所対象

日 時 ５月30日（木） 14時～16時
場 所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ 

（会場参加は先着40人）
講 師 桂 好志郎社会保険労務士、

廣井 増生税理士
保険医協会事務局

形 式  ウェブ併用（Zoomウェビナー）
※ 会場参加は協会（☎075-212-8877）までご連
絡下さい。ウェブ参加はQRコードよりお申し
込み下さい。

　ベースアップ評価料を算定するための基礎知
識、届出書類の書き方に加え、社労士から就業
規則・労働条件通知書の整備、税理士から賃上
げ促進税制を解説します。

参加費
無料
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は
じ
め
に

　
今
回
が
最
終
回
で
す
。
医
師

と
患
者
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
す
。
事
案
は
最
高

裁
平
成
23
年
4
月
26
日
判
決

（
判
例
タ
イ
ム
ズ
1
3
4
8
号

92
頁
）
で
す
。

4
お
わ
り
に

　
最
後
に
、
個
人
的
な
こ
と
で

恐
縮
で
す
が
、
私
の
病
気
に
関

す
る
こ
と
を
記
載
し
て
こ
の
連

載
を
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
で
最
も
困
っ

た
の
は
、
京
都
地
裁
に
勤
務
し

て
い
た
時
に
網
膜
剥
離
と
虹
彩

炎
を
発
症
し
た
こ
と
で
す
。
し

ば
ら
く
の
間
、
京
都
府
立
医
科

大
学
附
属
病
院
の
眼
科
に
通
院

し
て
い
ま
し
た
。
私
の
視
野
の

中
に
無
数
の
黒
点
が
現
れ
、
ま

る
で
砂
嵐
の
中
に
い
る
よ
う

で
、
見
よ
う
と
し
て
い
る
物
が

黒
点
に
遮
ら
れ
て
よ
く
見
え
な

い
状
態
で
し
た
。
処
方
さ
れ
て

い
た
点
眼
薬
を
使
用
す
る
と

に
至
っ
た
と
し
て
、
Ｙ
病
院
に

損
害
賠
償
を
求
め
ま
し
た
。

　
問
題
と
な
っ
た
Ａ
医
師
の
言

動
は
次
の
通
り
で
す
。

　
診
察
受
付
終
了
時
刻
の
少
し

前
頃
に
、
Ｘ
は
Ｙ
病
院
の
精
神

神
経
科
の
受
付
に
電
話
を
か

け
、「
受
付
時
刻
に
少
し
遅
れ

る
が
診
察
し
て
ほ
し
い
」
と
依

頼
し
ま
し
た
。
応
対
し
た
看
護

師
か
ら
「
用
件
が
緊
急
で
な
く

検
査
結
果
の
確
認
の
み
で
あ
れ

ば
、
次
回
に
お
願
い
し
た
い
」

旨
を
告
げ
ら
れ
る
と
、
Ｘ
は
興

奮
し
た
状
態
で
診
察
を
受
け
た

い
と
の
要
求
を
続
け
ま
し
た
。

看
護
師
か
ら
報
告
を
受
け
た
Ａ

医
師
は
検
査
結
果
を
伝
え
る
だ

け
と
い
う
条
件
で
、
Ｘ
と
会
う

こ
と
を
了
承
。
Ａ
医
師
は
Ｘ
に

対
し
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
結
果
は

異
常
が
な
い
こ
と
、
頭
痛
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
当
面
の
課
題
で

あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
、

脳
神
経
外
科
を
受
診
す
る
よ
う

指
示
し
、
面
接
を
終
了
し
よ
う

と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
Ｘ
が
こ
れ
に
応
じ

ず
、
自
ら
の
病
状
に
つ
い
て
の

訴
え
や
質
問
を
繰
り
返
し
た
た

め
、
Ａ
医
師
は
、「
Ｘ
は
人
格

に
問
題
が
あ
り
普
通
の
人
と
行

動
が
違
う
、
Ｘ
の
病
名
は
人
格

障
害
で
あ
る
」
な
ど
と
発
言
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な
お
も
質
問
を
繰
り
返
そ
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と

す
る
Ｘ
に
対
し
、「
話
は
も
う

終
わ
り
で
あ
る
か
ら
帰
る
よ
う

に
」
と
告
げ
て
、
診
察
室
か
ら

退
出
し
ま
し
た
。

　
Ｘ
は
Ｙ
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に
対
し
損
害
賠

償
を
求
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て
訴
え
を
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起
し
ま

し
た
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京
地
裁
は
請
求
を
棄

す
っ
き
り
見
え
る
の
で
す
が
、

し
ば
ら
く
す
る
と
、
再
び
無
数

の
黒
点
に
覆
わ
れ
ま
す
。
絶
望

的
な
感
覚
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　
ひ
ど
く
見
え
づ
ら
い
状
況
に

な
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
担
当

医
の
診
察
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
医
師
を
選
ん
で
い

る
場
合
で
は
な
い
と
思
い
、
京

都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
に

駆
け
付
け
、
別
の
医
師
に
診
て

も
ら
い
ま
し
た
。
医
師
は
細
隙

灯
顕
微
鏡
で
私
の
眼
を
覗
き
込

み
な
が
ら
、「
濁
っ
て
よ
く
見

え
な
い
な
あ
」
と
の
こ
と
。
そ

の
日
は
、
点
眼
薬
を
処
方
さ
れ

て
帰
宅
し
ま
し
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翌
日
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私
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帯
電
話
に

「
昨
日
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察
結
果
を
見
ま
し

た
」
と
担
当
医
か
ら
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
点
眼
薬
を
差
す
回

数
を
増
や
す
よ
う
に
と
の
こ

と
。
初
診
時
の
問
診
票
に
携
帯

番
号
を
記
入
し
て
い
ま
し
た

が
、
担
当
医
か
ら
直
接
連
絡
を

い
た
だ
い
て
驚
い
た
こ
と
は
、

今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
ほ
ど
な
く
回
復
に

向
か
い
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に

ひ
た
す
ら
感
謝
で
す
。

　
医
師
の
皆
さ
ま
が
今
後
も
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

（
完
）

2  

最
高
裁
判
決

平
成
23
年
4
月
26
日

（
1
）
事
案
の
概
要

　
Ｘ
（
女
性
）
は
10
年
ほ
ど
前

に
、
友
人
の
男
性
か
ら
ス
ト
ー

カ
ー
ま
が
い
の
行
為
を
さ
れ
、

首
を
締
め
ら
れ
る
な
ど
の
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
Ｘ
は
Ｙ
病
院

の
精
神
神
経
科
を
受
診
し
、
そ

の
際
、
過
去
の
ス
ト
ー
カ
ー
被

害
な
ど
の
心
的
外
傷
体
験
を
原

因
と
す
る
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）に
罹
患
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ

医
師
か
ら
誤
診
に
基
づ
き
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
（
人
格
障

害
）
と
の
病
名
を
告
知
さ
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
抑
え
ら
れ

て
い
た
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
発
現
す
る

却
し
ま
し
た
が
、
東
京
高
裁
は

Ａ
医
師
の
言
動
は
違
法
で
あ
る

と
し
て
約
2
0
0
万
円
の
損
害

賠
償
を
認
容
（
平
成
21
年
1
月

14
日
判
決
）。
Ｙ
病
院
は
最
高

裁
に
上
告
し
ま
し
た
。

（
2
）
最
高
裁
の
判
断

　
最
高
裁
は
次
の
通
り
述
べ
て

高
裁
判
決
を
破
棄
し
、
Ｘ
の
請

求
を
棄
却
し
ま
し
た
。

　
「
Ａ
医
師
の
言
動
は
、
そ
の

発
言
の
中
に
や
や
適
切
を
欠
く

点
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
と
し
て
も
、
診
療
受
付
時
刻

を
過
ぎ
て
面
接
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
当
初
の
目
的
を
超
え

て
、
自
ら
の
病
状
に
つ
い
て
の

訴
え
や
質
問
を
繰
り
返
す
Ｘ
に

応
対
す
る
過
程
で
の
言
動
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ

を
も
っ
て
、
直
ち
に
精
神
神
経

科
を
受
診
す
る
患
者
に
対
応
す

る
医
師
と
し
て
の
注
意
義
務
に

反
す
る
行
為
で
あ
る
と
評
価
す

る
に
つ
い
て
は
疑
問
を
入
れ
る

余
地
が
あ
る
上
、
こ
れ
が
Ｘ
の

生
命
身
体
に
危
害
が
及
ぶ
こ
と

を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
内
容
の

も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断

基
準
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
そ
れ

自
体
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
発
症
原
因

と
な
り
得
る
外
傷
的
な
出
来
事

に
当
た
る
と
見
る
余
地
は
な

い
。
そ
し
て
、
Ａ
医
師
の
上
記

言
動
は
、
Ｘ
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
発
症

の
そ
も
そ
も
の
原
因
と
な
っ
た

外
傷
体
験
で
あ
る
と
主
張
す
る

ス
ト
ー
カ
ー
等
の
被
害
と
類
似

し
ま
た
は
こ
れ
を
想
起
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で

き
な
い
し
、
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

の
発
症
原
因
と
な
り
得
る
外
傷

体
験
の
あ
る
者
は
、
こ
れ
と
は

類
似
せ
ず
、
ま
た
、
こ
れ
を
想

起
さ
せ
る
も
の
と
も
言
え
な
い

他
の
重
大
で
な
い
ス
ト
レ
ス
要

因
に
よ
っ
て
も
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
る
旨
の
医
学

的
知
見
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

　
以
上
を
総
合
す
る
と
、
Ａ
医

師
の
上
記
言
動
と
Ｘ
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
と
診
断
さ
れ
た
症
状
と
の
間

に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
」

3
解
説

　
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
基
準
と
し

て
は
、
米
国
精
神
医
学
会
の
Ｄ

Ｓ
Ｍ-

5
と
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
Ｉ
Ｃ
Ｄ-

11
の

基
準
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
Ｄ

Ｓ
Ｍ-

5
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の

心
的
外
傷
的
出
来
事
に
つ
い

て
、「
実
際
に
ま
た
は
危
う
く

死
ぬ
、
重
傷
を
負
う
、
性
的
暴

力
を
受
け
る
な
ど
の
出
来
事
へ

の
曝
露
」
と
い
う
よ
う
な
、
生

命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う

な
強
烈
な
恐
怖
体
験
を
経
験
し

た
り
見
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り

心
に
強
い
衝
撃
を
受
け
て
起
こ

る
精
神
的
な
後
遺
障
害
で
あ
る

と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

Ａ
医
師
の
言
動
が
、
右
記
の
基

準
が
想
定
す
る
レ
ベ
ル
の
心
的

外
傷
体
験
に
当
た
ら
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
他
方
、
Ｘ
が

か
つ
て
体
験
し
た
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
な
ど
に
つ
い
て
は
、
右
記

の
基
準
が
想
定
す
る
心
的
外
傷

体
験
で
あ
る
と
見
る
余
地
は
あ

り
、
東
京
高
裁
は
、
Ａ
医
師
の

言
動
が
「
再
外
傷
体
験
」
と

な
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発
症
し
た

と
判
断
し
た
も
の
で
す
。
し
か

し
、
Ａ
医
師
の
言
動
は
、
か
つ

て
の
心
的
外
傷
体
験
と
類
似
せ

ず
、
こ
れ
を
想
起
さ
せ
る
も
の

で
も
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
が
発
現
し
た
と

い
う
の
は
無
理
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
そ
う
し
ま
す
と
、
Ａ
医
師
の

言
動
と
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
の
間
に
相

当
因
果
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
（
も
と
も
と
Ａ
医
師
の
言
動

が
医
師
と
し
て
の
注
意
義
務
に

違
反
す
る
と
し
た
高
裁
の
判
断

に
つ
き
、
最
高
裁
は
疑
問
を
呈

し
て
い
ま
す
）。

過去の連載は保険医
協会のホームページ
でご覧いただけます。
https://healthnet.
jp/paper/

能登半島救援募金ご協力のお礼

医
師
の
言
動
が
訴
訟
に
発
展

症
状
と
の
因
果
関
係
の
有
無
で
判
断

　生保６社による安定重視の運用・リスク分
散で、安心の積立ができます。毎年の決算で
積立額を確定し、価格変動のリスクを受けま
せん。老後資金として最長80歳まで積立で
きるのはもちろん、学資やリフォームなどで
資金が必要な時には、一部または全額を一時
金として受け取ることもできます。

お申込は6月20日まで

保険医年金

大樹生命　明治安田生命　太陽生命　富国生命　日本生命　第一生命

予定利率 1.202％（2024年 1 月 1 日現在）

加入資格 満74歳までの協会会員（月払増口・一時払の申込は満79歳まで ）
加入口数

月　払 1口　1万円　30口限度（30万円／月）
一時払 1口 50万円　1回につき40口（2,000万円）まで

引受保険会社

●個別加入の場合
過去３カ月以内の医師の診断・治療・投薬状況、過去
１年以内に病気・ケガで14日以上の治療等を受けたか

⬇
告知日現在、入院あるいは入院の予定があるか、過去
１年以内に病気で14日以上の入院をしたか

●院長とスタッフ全員加入の場合
過去の既往症にかかわらず、加入者ごとの個別告知不要
の「一括告知制度」があります

2024年１月１日始期より

健康状況の告知を簡素化
旧

新

京都府保険医協会の京都府保険医協会の休業補償制度休業補償制度
【一括告知制度の加入要件】
● １医療機関５人以上で、
会員の医師と正職員のス
タッフ全員 （パート職員
の加入も可）が加入する
こと
● 加入者はけがや疾病によ
り就業不能となっておら
ず、年１回以上の健康診
断を受診していること

加入しやすく

なりました

　４月１日から４月30日までに５件213万円が集まりました。ご協力いただいた方々にこ
の場を借りて厚くお礼申し上げます。集まった募金は５月８日に日本赤十字社「日赤令和６
年能登半島地震災害義援金」へ送金しました。引き続きご協力をお願いします。

詳細は本紙
第3168号
に記載して
います

日本赤十字社「日赤令和６年能登半島地震災害義
援金」に送金し、全額被災地域に寄付します。

協会・医会・保団連107,000会員の力を災害地
域へ。集まった募金は被災会員のお見舞に。

京都府保険医協会

全国保険医団体連合会

締 切 迫 る

2 0 2 4 年 (令和 6年) 5 月 2 5 日第 3 1 7 0 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

元裁判
官が

元裁判
官が

解説し
ます

解説し
ます医療訴訟の

基礎知識

万が一の時にそなえて！

15
vol 最終回

元大阪高等裁判所
部総括判事・弁護士

大島 眞一



生
活
習
慣
病
管
理
料
1
と
2
の
療
養
計
画
書

日　時   6月26日（水） 17時30分～18時30分
形　式 ウェブ開催
内　容 第 １ 部　 勤務医に役立つ保険医協会の共済制度（保険）と活動紹介

京都府保険医協会理事　曽我部 俊介氏
第 ２ 部　勤務医が知っておくべき実践的な保険診療

～６月改定の重要点も～
京都府保険医協会副理事長 福山 正紀氏

※ 本講習会は保険医協会の会員でない勤務医の方もご参加いただけます。

第12回勤務医のための講習会

参加費 無料

福祉国家構想研究会
関連書籍のご案内

大月書店刊

シリーズ新福祉国家構想

誰でも安心できる
医療保障へ
―― 皆保険
 50年目の岐路
二宮厚美・
福祉国家構想研究会編
（2011年、税込2,090円）

公教育の無償性を
実現する
―― 教育財政法の
 再構築
世取山洋介・
福祉国家構想研究会編
（2012年、税込3,190円）

失業・半失業者が
暮らせる制度の構築
―― 雇用崩壊からの脱却
後藤道夫・布川日佐史・
福祉国家構想研究会編
（2013年、税込2,420円）

福祉国家型
財政への転換
―― 危機を打開する
 真の道筋

二宮厚美・
福祉国家構想研究会編
（2013年、税込2,640円）

日米安保と戦争法に
代わる選択肢
――憲法を実現する
 平和の構想
渡辺 治・
福祉国家構想研究会編
（2016年、税込2,530円）

 老後不安社会
からの転換
――  介護保険から
 高齢者ケア保障へ

岡﨑祐司・
福祉国家構想研究会編
（2017年、税込2,640円）

6 月20日（木）14時～16時
①保険基礎知識
②審査の仕組み・基礎知識

場　所 京都府保険医協会
ルームＡまたは
ウェブ（Zoom）

参加費 無料（要申込）

スタッフ研修にご活用を 保険講習会

6 月13日（木）14時～16時
在宅医療点数の基礎知識
―在宅医療を始める前に―
＋個別相談会

5 月29日（水）14時～16時
①医療法立入検査対策
②新規個別指導対策

7 月17日（水）14時～16時
①診療所で起きる医事紛争初期対応
② 労災補償保険、自賠責保険の基礎
知識

A

C D

B

Ｑ
、
今
回
の
診
療
報
酬
改
定

で
、
生
活
習
慣
病
管
理
料
1
と

2
の
算
定
を
す
る
予
定
だ
が
、

①
療
養
計
画
書
は
算
定
の
都

度
、
交
付
す
る
必
要
が
あ
る
か

②
療
養
計
画
書
の
様
式
の
項
目

は
全
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
る

か
。Ａ

、
①
初
回
は
必
ず
必
要
で

す
が
、
継
続
の
場
合
は
療
養
計

画
に
変
更
が
な
け
れ
ば
算
定
の

都
度
交
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
療
養
計
画
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
変

更
が
な
く
て
も
お
お
む
ね
4
カ

月
に
1
度
は
交
付
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
②
療
養
計
画
書
の
項

目
は
患
者
ご
と
の
治
療
計
画
に

必
要
な
項
目
だ
け
で
よ
く
、
治

療
計
画
に
必
要
の
な
い
項
目
の

記
載
は
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
ま
た
、
血
液
検
査
は
療
養

計
画
書
の
交
付
の
都
度
行
う
こ

と
は
必
須
で
は
な
く
、
必
要
に

応
じ
て
実
施
す
る
こ
と
で
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

み
の
わ・あ
き
こ
　
名
城
大
学
経
済
学
部
准
教
授
。
1
9
7
5
年
、

富
山
県
生
ま
れ
。
著
作
と
し
て
、中
西
新
太
郎・蓑
輪
明
子
編
著『
キ
ー

ワ
ー
ド
で
読
む
現
代
日
本
社
会
』（
旬
報
社
、
2
0
1
2
年
）、
松
本
伊

智
朗
編
著
『
子
ど
も
の
貧
困
を
問
い
な
お
す
―
家
族
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
か
ら
』（
法
律
文
化
社
、
2
0
1
7
年
）、
後
藤
道
夫
・
中
澤
秀
一

ほ
か
編
著
『
最
低
賃
金
1
5
0
0
円
で
つ
く
る
仕
事
と
暮
ら
し
』（
大

月
書
店
、
2
0
1
8
年
）
な
ど
。

　
近
年
、
ケ
ア
論
が
さ
か
ん
に

な
っ
て
い
る
。
ケ
ア
論
と
い
う

と
、
こ
れ
ま
で
は
看
護
や
介
護

と
い
っ
た
、
専
門
職
に
よ
る
ケ

ア
を
前
提
に
議
論
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
最
近
の
ケ
ア

論
は
〈
ケ
ア
〉
の
含
意
を
少
し

ず
ら
し
、
主
に
子
育
て
を
念
頭

に
お
い
て
、
脆
弱
な
他
者
へ
の

配
慮
や
世
話
を
〈
ケ
ア
〉
と
定

義
し
、
よ
り
多
く
の
身
近
な
行

為
を
ケ
ア
の
典
型
と
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
ケ
ア
論
の
中

に
は
、〈
ケ
ア
〉
と
そ
の
関
係

性
を
大
切
に
す
る
社
会
・
政
治

へ
の
転
換
を
提
言
し
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
世
界
的
に
見
る

と
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
立
場
か
ら
こ
う
し
た
変

革
の
途
を
探
る
多
く
の
試
み
が

あ
り
、
一
般
の
人
が
読
み
や
す

い
も
の
と
し
て
、
つ
い
最
近
出

版
さ
れ
た
岡
野
八
代
の
『
ケ
ア

の
思
想
』（
岩
波
新
書
）
の
ほ

か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
を
中
心
に
記
さ
れ
た
『
ケ
ア

宣
言
』（
大
月
書
店
）、
長
田
華

子
ら
の
研
究
者
が
出
し
た

『
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
経
済
学
』（
有

斐
閣
）
な
ど
も
挙
げ
た
い
と
こ

ろ
だ
。

　
さ
て
、
そ
れ
ら
で
示
さ
れ
て

い
る
ケ
ア
の
思
想
を
私
な
り
に

ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
。
全
て
の
人
は
本
来
、
日

常
的
に
ケ
ア
を
必
要
と
し
た
り

行
っ
た
り
す
る
存
在
で
あ
り
、

人
は
み
な
〈
ケ
ア
〉
の
絡
み
合

い
の
中
で
生
き
て
い
る
。
人
は

全
て
母
か
ら
生
ま
れ
、
子
ど
も

と
し
て
他
者
の
ケ
ア
を
受
け
て

育
っ
た
経
験
を
持
つ
だ
け
で
な

く
、
大
人
に
な
っ
て
も
職
場
で

の
仕
事
、
日
々
の
食
事
か
ら
睡

眠
や
会
話
な
ど
を
含
め
、
他
者

の
配
慮
や
世
話
を
す
る
こ
と
／

さ
れ
る
こ
と
な
し
に
生
き
て
は

い
な
い
。
ま
た
ケ
ア
は
親
な
ど

主
に
そ
れ
を
担
う
人
だ
け
で
完

結
す
る
も
の
で
な
く
、
ケ
ア
す

る
人
を
フ
ォ
ロ
ー
し
ケ
ア
す
る

必
要
が
あ
る
、
重
層
的
で
共
同

的
な
行
為
で
も
あ
る
。
こ
う
し

た
網
の
目
の
よ
う
な
ケ
ア
の
世

界
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
社
会

や
経
済
、
政
治
は
成
り
立
つ
。

　
し
か
し
、
哲
学
や
経
済
学
の

言
説
を
紐
解
く
と
、
驚
く
ほ
ど

ケ
ア
の
世
界
は
語
ら
れ
て
い
な

い
。
詳
細
は
先
ほ
ど
挙
げ
た
よ

う
な
著
作
を
た
ど
っ
て
ほ
し
い

が
、
哲
学
者
や
経
済
学
者
が
社

会
を
語
る
時
、
ケ
ア
の
世
界
は

あ
た
か
も
存
在
し
な
い
も
の
、

価
値
の
低
い
、
お
ま
け
の
よ
う

な
も
の
の
扱
い
を
受
け
て
き

た
。
ま
た
ケ
ア
は
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
、
ま
ま
な
ら
な
い
営

み
で
あ
る
が
、
ケ
ア
の
世
界
が

破
綻
し
な
い
よ
う
、
矛
盾
を
一

身
に
引
き
受
け
て
き
た
の
は
多

く
の
女
性
た
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
新
自
由
主
義
に
批
判
的
な

哲
学
や
経
済
学
の
学
者
が
公
正

な
社
会
を
論
じ
る
時
に
す
ら
、

そ
の
こ
と
を
正
面
か
ら
捉
え
て

お
ら
ず
、
ま
ま
な
ら
な
い
ケ
ア

の
世
界
を
女
性
た
ち
に
強
制
す

る
時
、
し
ば
し
ば
生
じ
て
き
た

ケ
ア
の
担
い
手
に
対
す
る
差
別

や
搾
取
・
収
奪
、
暴
力
す
ら
不

問
に
さ
れ
て
き
た
。

　
ケ
ア
の
世
界
を
基
軸
に
据
え

る
と
、
既
存
の
社
会
像
に
は
重

大
な
欠
落
が
あ
り
、
ケ
ア
を
中

心
に
据
え
た
社
会
観
と
改
革
構

想
が
必
要
だ
―
こ
れ
が
ケ
ア
の

思
想
が
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
専
門
職
に
よ
る
ケ
ア

で
な
く
普
通
の
人
が
身
近
な
と

こ
ろ
で
担
う
何
気
な
い
ケ
ア
を

正
面
に
据
え
た
の
も
、
普
通
の

人
た
ち
、
特
に
普
通
の
女
性
た

ち
が
日
常
的
に
担
う
ケ
ア
が
、

表
向
き
は
最
も
賞
賛
さ
れ
な
が

ら
、
最
も
無
視
・
軽
視
さ
れ
、

最
も
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
、
最
も

社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
に

利
用
さ
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
ろ

う
。
そ
の
こ
と
を
描
い
て
こ

そ
、
ケ
ア
の
矛
盾
し
た
構
造
が

よ
り
ク
リ
ア
に
可
視
化
さ
れ

る
。
ケ
ア
の
思
想
で
は
ケ
ア
が

介
護
や
医
療
・
福
祉
、
子
育
て

だ
け
で
な
く
、
全
て
の
領
域
の

行
為
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も

強
調
さ
れ
て
い
る
。
社
会
や
経

済
・
政
治
を
ケ
ア
の
網
の
目
の

中
に
埋
め
戻
し
、
ケ
ア
す
る
人

の
犠
牲
な
し
で
、
相
互
的
な
配

慮
と
世
話
、
特
に
脆
弱
な
他
者

へ
の
そ
れ
に
満
ち
た
世
界
を
目

指
し
た
い
―
こ
れ
が
ケ
ア
の
思

想
の
要
点
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
変
革
に
は
社
会
的

制
度
的
条
件
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
で

は
、
福
祉
国
家
構
想
と
の
接
点

は
あ
る
の
か
。
例
え
ば
福
祉
国

家
と
基
本
法
研
究
会
ほ
か
編
の

『
新
た
な
福
祉
国
家
を
展
望
す

る
』（
2
0
1
1
年
、
旬
報
社
）

は
、
個
人
に
対
す
る
教
育
や
社

会
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
最
低
生
活

保
障
と
そ
の
供
給
体
制
を
権
利

憲
章
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
ケ
ア
の
思
想
は
そ
う

し
た
個
人
の
生
存
権
を
前
提
と

し
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
社
会
の
中
の
、
人
と
人
と

の
関
係
の
あ
り
方
、
そ
の
質
を

問
う
思
想
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
の
ケ
ア
を
実
現
す
る
た
め
の

制
度
・
政
策
と
は
い
か
な
る
も

の
か
。
ケ
ア
の
思
想
の
提
起
に

応
え
る
思
索
が
今
、
あ
ら
た
め

て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

名
城
大
学
経
済
学
部
准
教
授
　
蓑
輪
明
子

対
抗
軸

対
抗
軸
をを

探
る
探
る
5

福祉国家構想再考 ― ケアの思想から
普通の人が身近で担うケアに目を向ける

24
年
6
月

理
事
会
の
開
催
予
定

第
1
回
理
事
会

6
月
11
日
（
火
）
14
時
〜

第
2
回
理
事
会

6
月
18
日
（
火
）
14
時
〜

第
3
回
理
事
会

6
月
25
日
（
火
）
14
時
〜

　
春
の
叙
勲
で
、
香
川
惠
造
氏

（
福
知
山
）
が
瑞
宝
小
綬
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

春
の

叙
勲

2 0 2 4 年 (令和 6年) 5 月 2 5 日 第 3 1 7 0 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

お申込は
こちらから

お申込は
こちらから



　
協
会
は
福
知
山
医
師
会
と
の

懇
談
会
を
2
月
29
日
に
ウ
ェ
ブ

で
開
催
し
た
。
地
区
か
ら
6

人
、
協
会
か
ら
6
人
が
出
席
。

福
知
山
医
師
会
の
古
村
俊
人
理

事
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
同

会
の
井
土
昇
会
長
か
ら
「
現
行

の
健
康
保
険
証
は
今
後
も
残
し

て
い
か
な
い
と
高
齢
者
は
特
に

困
っ
た
状
況
に
な
る
の
で
、
協

会
に
は
存
続
に
向
け
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。
今
次
診
療
報
酬
改

定
で
は
初
・
再
診
料
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
点
数
も
あ

り
、
全
体
で
は
マ
イ
ナ
ス
改
定

だ
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
社
会
保
障
制
度
を
め

ぐ
る
課
題
と
24
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
動
向
で
意
見
交
換
し
た
。

　
地
区
か
ら
、
働
き
方
改
革
制

度
に
つ
い
て
、
勤
務
医
ば
か
り

に
話
題
が
集
中
し
、
開
業
医
は

あ
ま
り
話
題
に
な
ら
な
い
が
、

今
後
、
開
業
医
の
働
き
方
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
と
質
問
が

出
さ
れ
た
。
協
会
は
、「
開
業

医
は
制
度
の
対
象
外
だ
が
、

オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
が
身
体
に
及

　

気
動
車
ナ
ガ
ラ
3
0
0
系
を

〝
な
な
つ
星
〞
の
水
戸
岡
デ
ザ
イ

ン
で
改
造
し
た
ロ
イ
ヤ
ル
レ
ッ
ド

色
の
車
両
は
青
空
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
映
え
ま
す
（
写
真
1
）。

岐
阜
県
の
木
材
、
郡
上
八
幡
の
暖

簾
、
一
宮
の
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
な
ど

地
元
の
素
材
に
よ
る
内
装
は
贅
沢

に
創
ら
れ
た
特
別
空
間
で
す
（
写

真
2
）。
森
号
（
1
号
車
）
と
鮎

号
（
2
号
車
）
の
2
両
編
成
の
観

光
列
車
で
、
車
内
で
郡
上
八
幡
の

イ
タ
リ
ア
ン
「
雀
の
庵
」
の
料
理

を
味
わ
い
な
が
ら
、
旧
・
国
鉄
越

美
南
線
の
絶
景
車
窓
の
長
良
川
を

下
り
ま
す
。
川
幅
も
狭
く
流
れ
も

波
間
も
水
面
が
陽
光
に
輝
く
長
良

川
に
は
、
鮎
釣
り
や
川
遊
び
の

な
が
ら
　
長
良
川
を
辿
り
な
が
ら

4

4

4

楽
し
み
な
が
ら

4

4

4

味
わ
い
な
が
ら

4

4

4

の
な
が
ら

4

4

4

列
車
（
長
良
川
鉄
道
）

は
素
焼
き
に
し
て
味
噌
を
つ
け
て

食
べ
る
美
濃
流
。
さ
ら
に
同
ク
ラ

ス
の
鮎
1
匹
が
刺
身
、
1
匹
が
フ

ラ
イ
で
出
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

小
ぶ
り
の
開
き
（
一
夜
干
し
）
が

1
匹
と
甘
露
煮
が
1
匹
と
食
べ
き

れ
ぬ
計
6
匹
。
持
ち
帰
っ
た
塩
焼

き
は
翌
日
は
ア
ミ
ノ
酸
が
増
し
て

さ
ら
に
美
味
し
い
と
い
う
鮎
づ
く

し
な
の
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
明
け
で
4
年
ぶ
り
に

〝
郡
上
お
ど
り
〞
が
再
開
し
た
郡

上
八
幡
の
熱
い
夏
。
浴
衣
が
け
で

出
て
み
れ
ば
、
踊
り
の
輪
が
た
ち

ま
ち
踊
り
の
群
に
進
展
し
た
の
で

し
た
。
集
う
人
の
皆
が
入
る
、
混

じ
る
、
参
加
す
る
…
観
て
い
た
人

も
入
っ
て
踊
っ
て
、
一
体
化
…
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
踊
り

は
気
さ
く
で
熱
い
祭
り
な
の
で
し

た
。

　
今
回
の
推
し
地
酒
。
元
文
・
天

然
花
酵
母
仕
込
み
・
さ
く
ら
（
布

屋
原
酒
造
場
、
郡
上
市
白
鳥

町
）。
郡
上
白
鳥
の
地
酒
は
本
醸

造
の
常
温
で
鮎
と
好
相
性
。

（
長
良
川
鉄
道　
な
が
ら

2
0
2
3
年
7
月
乗
）

ぼ
す
影
響
は
勤
務
医
も
開
業
医

も
同
じ
だ
。
今
次
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
賃
上
げ
に
関
す
る
新

点
数
で
職
員
の
賃
金
改
善
計
画

書
の
作
成
や
、
改
正
感
染
症
法

で
は
都
道
府
県
と
の
医
療
措
置

協
定
締
結
に
関
す
る
実
務
対
応

が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
開
業
医
の
業
務
は
増

え
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

開
業
医
も
応
招
義
務
な
ど
公
的

な
側
面
を
担
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
点
を
ど
う
反
映
さ
せ
て
い

く
か
は
今
後
の
課
題
だ
」
と
述

べ
た
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制

度
に
つ
い
て
、
地
区
か
ら
「
休

日
・
夜
間
に
自
院
で
の
対
応
を

求
め
ら
れ
る
た
め
、
1
人
の
医

師
が
24
時
間
3
6
5
日
対
応
す

る
の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
で
の

対
応
が
基
本
に
な
る
と
の
こ
と

だ
が
、『
開
業
医
が
協
力
し
て
』

と
い
う
話
は
数
十
年
前
か
ら
言

わ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

実
際
は
な
か
な
か
進
ま

ず
、
福
知
山
で
も
医
療

機
関
数
や
お
互
い
の
距

離
の
問
題
か
ら
考
え
て

も
、『
チ
ー
ム
で
対
応
』

は
難
し
い
。
医
療
資
源

の
少
な
い
地
域
で
は
非

現
実
的
な
話
だ
」
と
意

見
が
出
さ
れ
た
。
協
会

か
ら
は
、
国
は
中
小
病

院
の
外
来
機
能
を
活
用
す
れ
ば

循
環
す
る
と
考
え
て
い
る
よ
う

だ
が
、
地
域
の
医
療
資
源
の
問

題
や
中
小
病
院
の
置
か
れ
て
い

る
立
場
を
考
え
る
と
現
実
的
に

は
厳
し
く
、
現
状
の
ま
ま
で
は

う
ま
く
い
か
な
い
と
考
え
て
お

り
、
厚
労
省
に
意
見
を
述
べ
て

い
き
た
い
と
説
明
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
京
都
の
観
光
を

考
え
る
に
あ
た
り
、
お
も
て
な

し
の
精
神
だ
け
で
突
き
進
む
の

に
は
限
界
が
あ
る
。
入
島
税
や

宿
泊
税
の
整
備
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
あ
る
い
は
他
国
で
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
る
観
光
客
数
制
限

も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
方
法
で
環
境
を
保
全
す

る
の
は
他
の
観
光
地
と
同
様
で

あ
る
。

　
し
か
し
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
一

歩
踏
み
出
し
て
観
光
地
と
し
て

の
価
値
を
よ
り
秀
逸
な
も
の
に

仕
上
げ
る
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
価
値
、
す
な
わ
ち
他
の
都
市

に
は
な
い
魅
力
、
個
性
、
京
都

で
し
か
得
ら
れ
な
い
体
験
を
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
の
中
に
見
出

し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
京
都
ブ

ラ
ン
ド
と
い
う
付
加
価
値
に
し

て
観
光
産
業
に
与
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
量
か
ら
質
へ
の

転
換
、
あ
る
い
は
薄
利
多
売
か

ら
の
脱
却
で
あ
る
。
観
光
客
で

ご
っ
た
返
し
て
い
な
い
、
と
い

う
だ
け
で
も
立
派
な
ブ
ラ
ン
ド

で
あ
る
。

　
観
光
産
業
に
限
ら
ず
、
わ
が

国
の
社
会
全
体
で
、
今
ま
で
何

に
対
し
て
も
付
加
価
値
を
与
え

る
努
力
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
今
後
、
薄
利
多

売
の
安
売
り
競
争
と
対
極
に
あ

る
こ
の
抽
象
的
、
精
神
的
な
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
付
与
す
る
こ
と

な
く
し
て
、
京
都
が
観
光
地
と

し
て
生
き
残
る
こ
と
は
困
難
で

あ
ろ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
一
段
落
し
て
京

都
に
お
い
て
も
観
光
公
害
が
再

び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
我
々
は
こ
の
問
題
を
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
受
け
取
る
の
で
は
な

く
、
よ
り
良
き
未
来
へ
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

観
光
公
害
は
観
光
に
つ
い
て
根

本
的
に
考
え
直
す
機
会
を
与
え

て
く
れ
た
。
そ
し
て
何
が
一
番

大
切
で
あ
る
の
か
を
真
剣
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

チ
ャ
ン
ス
が
活
か
さ
れ
、
京
都

が
よ
り
魅
力
を
増
し
、
今
後
も

一
流
の
国
際
観
光
都
市
と
し
て

存
在
感
を
高
め
て
ゆ
く
こ
と
を

期
待
す
る
。

（
完
）

米
谷
博
夫
氏
（
享
年
69
、
綾

部
）
3
月
30
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

人
、
カ
ヌ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
が

映
え
て
美
し
い
。
城
下
町
・
郡
上

八
幡
か
ら
〝
日
本
の
真
ん
中
〞
美

並
、
円
空
の
出
身
地
・
大
矢
、
和

紙
の
美
濃
、
刃
物
の
関
、
日
本
最

古
の
戸
籍
が
あ
る
富
加
を
経
て
、

旧
中
山
道
太
田
宿
の
美
濃
太
田

ま
で
の
鉄
旅
で
す
。
駅
（
写
真

3
）
も
鉄
橋
も
隧
道
も
川
の
眺

望
も
素
晴
ら
し
い
し
、
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
も
麗
し
い（
写
真
4
）。

　
「
な
が
ら
」
に
乗
る
前
日
の

美
濃
攻
め
は
デ
ィ
ー
プ
な
鮎

で
。
長
良
川
上
流
の
板
取
川
で

日
本
一
に
も
な
っ
た
鮎
の
食
べ

ま
く
り
。
25
㎝
級
の
大
鮎
2
匹

を
特
製
の
オ
ー
ブ
ン
で
セ
ル
フ

で
焼
い
て
食
べ
ま
す
（
写
真

5
）。
1
匹
は
塩
焼
き
、
1
匹

６月のレセプト受取・締切
○は受付会場設置日、◎は締切日
受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求
　　 ５～７日 ８時～21時
　　 ８～10日 ８時～24時

基金・
国保
（※）

８日（土）９日（日）10日（月）
○ 閉所 ○◎

労災
締切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（月）10日（月）10日（月）

村上  匡孝（綴喜）

乗り鉄ドクの

vol.20

医
療
資
源
少
な
い
地
域
の
休
日
・
夜
間

チ
ー
ム
で
の
対
応
は
非
現
実
的

福
知
山
医
師
会
と
懇
談

2
月
29
日
　
ウ
ェ
ブ
会
議

出
席
者
12
人
で
開
催
さ

れ
た
福
知
山
医
師
会
と

の
懇
談

辻　俊明（環境対策担当理事）

京都の観光問題を考える
観光公害と京都ブランド
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④④    

一
流
の
国
際
観
光
都
市

一
流
の
国
際
観
光
都
市
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